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A 4一枚に試算表の概要をまとめます。

儲けたお金は、どこへ行ったのか？
会社生残りのためのお金の調達と運用に
ついて分析します。

儲けたお金の流れを分析します。

利益を生み出すために、

何を行うべきかを分析します。

金融機関は、会社を格付け

しています。御社の格付けは？

 

医療機関を元気にする

ＴＯＭＡコンサルタンツグループ

Ｔ Ｏ Ｍ Ａ 税 理 士 法 人

貴院の業績を「月次決算書」として

ご報告します！

「試算表のポイント」を１枚にまとめ、

貴院の経営成績を概観します！

「ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ計算書」により、貴院

のお金の流れを把握します！

図解貸借対照表 単位 千円
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人 件費
66.0%

物 件費
37.0%

金 融費 用
0.5%

未 来費 用
1.7%

営 業外 損益
-1.7%

総資本利益率(年換算）＝

労働 分配 率　　　＝ 総資本回転率(年換算）＝ 売上高利益率（累計）

当期

当　期 単 位

前期比 前期差額
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金 融費 用
前期比 前期差額 0.3%
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【 対粗 利益 比】

「どこに手を打てば利益は出るか？」

※営業外損益は金融
費用を含まない。

※営業外損益は金融

費用を含まない。
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当座比率 42.1%

334,241 棚卸資産 (総資産） 固定負債
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33%

23%
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会社名　　 24年9月30日 会社名　　 25年9月30日

現金預金 資金増減 現金預金

前払費用 5,396前受収益 0 前払費用 3,683前受収益 0
長期前払費用 0引当金 4,679 長期前払費用 0引当金 5,282

繰延税金資産・負債 0未払法人税等 138 繰延税金資産・負債 0未払法人税等 0

0利益準備金 2,500 利益準備金 2,500
0任意積立金 217,000 任意積立金 217,000

0繰越利益剰余金 72,783 繰越利益剰余金 164,871

小計 5,396 小計 297,100 小計 3,683 小計 389,653
0差・繰越損益等 291,704 差・繰越損益等 385,969

売上原価 168,813売上高 228,552 売上原価 174,770売上高 235,480

販売費･一般管理費 62,545営業外収益 1,701 販売費･一般管理費 66,333営業外収益 672

営業外費用 970特別利益 0 営業外費用 894特別利益 0
特別損失 0(税引前当期利益) △ 2,075 特別損失 0(税引前当期利益) △ 5,844

法人税等 0(当期利益) △ 2,075 法人税等 0(当期利益) △ 5,844

289,629 計 232,328 計 521,957 90,497 380,125 計 241,996 計 622,122

棚卸資産 156,793長期借入金 41,959 棚卸資産 152,765長期借入金 64,671

建物・構築物 1,903預り保証金 408 建物・構築物 679預り保証金 458
機械装置等 7,838設備支払手形 0 機械装置等 7,286設備支払手形 0

土地 0社債 0 土地 0社債 0

無形固定資産 20,009その他 0 無形固定資産 15,557その他 0
投資等 346,028固定負債調達額計 42,367 投資等 344,963固定負債調達額計 65,129

繰延資産 0資本金 10,000 繰延資産 0資本金 10,000

減価償却累計額等 13,371資本準備金 0 減価償却累計額等 12,813資本準備金 0
資本金等計 10,000 資本金等計 10,000

△ 493,575 計 545,942 計 52,367 34,640 △ 458,935 計 534,063 計 75,129

受取手形 0支払手形 0 受取手形 0支払手形 0
売掛金 90,172買掛金 105,387 売掛金 81,889買掛金 106,803

前受金 0前渡金 △ 2,290 前受金 0前渡金 △ 548

0裏書手形 0 裏書手形 0
12,926 計 90,172 計 103,097 11,440 24,365 計 81,889 計 106,255

△ 191,020 安定資金合計 136,576 △ 54,444 安定資金合計

未収入金 6短期借入金 214,762 未収入金 △ 116短期借入金 68,778

有価証券 0割引手形 0 有価証券 0割引手形 0

仮払金 788短期調達資金額計 214,762 仮払金 785短期調達資金額計 68,778
立替金 0未払金 39,191 立替金 0未払金 16,245

短期貸付金 0預り金 1,205 短期貸付金 0預り金 1,174

その他流動資産 △ 465未払費用 0 その他流動資産 △ 389未払費用 14,088

仮払消費税 10,943仮受(未払)消費税 0 仮払消費税 11,571仮受(未払)消費税 0
仮受金 0 仮受金 0

0その他流動負債 16,104 その他流動負債 17,046

超短期調達 資金額計 56,500 超短期調達資金額計 48,553
259,990 計 11,272 計 271,261 △ 154,509 105,480 計 11,851 計 117,331

68,969 合計 単位：千円 △ 17,933 51,036 合計 単位：千円

50,815 固定性預金 0 50,815 固定性預金

18,154 差引現金預金 特許庁 実用新案登録 No2077899号  登録済 △ 17,933 221 差引現金預金 特許庁 実用新案登録 No2077899号  登録済

流動資金

医療法人社団　○○会

資金運用

流動資金

医療法人社団　○○会

資金運用 資金調達

損益資金

キャッシュ ストック計算書（資金別貸借対照表）キャッシュ ストック計算書（資金別貸借対照表）

資金調達

損益資金

固定資金

売上仕入資金

固定資金

売上仕入資金

上記以外にも、様々な角度から

貴院の財務状態を診断します！

財務格付けワークシート　（当期）

単位 千円

ＴＯＭＡコンサルタンツグループ

結果 配点 点数 格 付 内 容

1安全性項目

自己資本比率 56.9% 10 9 自己資本/負債･資本合計

ギア リング比率 34.3% 10 10 有利子負債(商手 除く)/自己資本

固定長期適合率 83.2% 7 1 固定資産/(固定負債+自己資本)

流動比率 134.3% 7 3 流動資産/流動負債

2収益性項目 (小計） (34) (23)(68%)

売上高経常利益率 -2.5% 5 0 経常利益/売上高

総資本経常利益率 -1.7% 5 0 経常利益/総資本

収益フロー 0 5 0

3成長性項目
(小計） (15) ()(%)

経常利益増加率 0.0% 5 0 (今期経常利益－ 前期経常利益)/前期経常利益

自己資本額 389 15 4 単位：百万円

売上高 471 5 1 単位：百万円

4返済能力 (小計） (25) (5)(20%)

債務償還年数 0.0 20 0 有利子負債(商手 除く)/償却前経常利益

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊ ﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ -32.1 15 0 (営業利益+受取利息・配当金)/支払利息･割引料

キャッシュフロー額 -8 20 0 営業利益+減価償却費　 （単位 ：百万円）

(小計） (55) ()(%)

定量要因計 129 28

１００点法による採点 100 22

スコア 格付け

９０以上 1

８０以上 2

６５以上 3

５０以上 4

４０以上 5

２５以上 6

２５未満 7

警 戒先 8

延 滞先 9 債 務不履 行で ﾒﾄ ﾞたた ず

医療法人社団　○○会

ポイント

リスクな し

ほとんど リスクなし

リスク些少

ﾘｽｸあるが良好水準

現在債務不履行

ポ イント説 明

25年9月30日

ﾘｽｸ高く徹底管理

ﾘｽｸあるが平均的水準

ﾘ ｽｸやや高いが許容範 囲

3

格付け判定

格付 6 ﾘ ｽｸやや 高い が許 容 範囲

不良 債 権化 し、貸 出金 回 収の 見 込み もなく、償却を要 する。

格付 9 延 滞先
　債務 不履 行中 で かつ 解消 のめどが 立 たない 。貸 出金 の 回収 に重 大な 懸念 を
生じて おり 、損 失 の発 生 が見 込ま れる状 態にある。経営 は継 続 しているが 回 収
の難 しい先 。

格付 10 事 故先

　当面 の返 済能 力 はそれほ ど不 安 ではない が、長期的 に安全 性を維 持 できると
いう確 実性は低 い 。

　すでに債 務 不履 行 にある か、 あるい は重 大 な危険 性 が認 め られる。企 業 内容
はか な り悪化して おり 、経 営が 行 き詰ま る可 能 性が 高 い。

格付 7 ﾘｽ ｸ高 く徹 底 管理
　すぐに債務 不履行に陥るとい うわ けで はな いが 、現時 点 において すでに返済
の確 実 性が 低 く、安 全 性に 欠け る。将 来 的に みても安 全 性に は懸 念 があ る。

格付 8 警 戒先

格付 5 ﾘｽｸあるが平均的水準
　当面 の返 済能 力 には不安 がな い が、格 付 4以上 に環 境 の変 化な どにより将 来
において安 全 性が 低 下す るおそれ がある。

格付 4 ﾘｽｸあるが良好水準

　現時 点で の融 資 元利 払いの確実 性は高いが、や や心配な 特 定の 要因を内 包
してお り、将来 的 に返 済の 確 実性 が低下 するか 、信用状 況 に懸念が 生じる 可能
性が ある。償 還能 力 が安 定 すると判断 する要 素が 不足しており 、実 際 上の リス
クが あると判 断される 。

格付 1 リスクなし

　安全 性は 最高 水 準に達して おり 、財 務内 容 とも極 めて 優れてい ると判断され る
企業 。融資 先としての リスクは最 小 限で 、債 務 償還 は非常に安 定的な収 益か ら
もたらされ 、返 済の 可 能性 が 最も 高い 。 個別 要因の 変化はあっても 、今後 数年
間は 極 めて 安定 的に業 況推移す ると考 えられ る。

格 付 3 リスク 些少
　貸出 先としてはかな り魅力 的。かつ 安定 した内 容を有 する企業 である。返 済の
可能 性 はか なり高く、元 利払 いが 滞 る可 能性は低 いが、長期的 な視 野に立 って
見る と安全 性を低 下 せしめ る要因 が顕 在 化す る可能性 を秘 めてい る。

格付 2 ほ とんど リス クなし

　かなり優 れ てい ると判 断される 企業 。格 付 1とともに上位 格付の企 業で あり 、現
在の ところ返 済の確実 性は 極 めて 高く 、業況 にも懸 念 が ない 。ただし、格 付1と
比較 すると安全性 はやや劣 り、長期的 には与 信リスク に影響を及ぼ す 要因 が 発
生す る可 能 性も ある。

キャッシュフロー計算書（間接法）
医療法人社団　○○会　　25年4月1日～26年3月31日 現金及 び現金同等 物（キャ ッシュ） の範囲： 現金、当座 預金、普 通預金 (単位：千円）

累　　 計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１.営業活動によるキャッシュフロー

税引前当月純利益 15,000 3,000 3,000 3,000 2,000 1,500 2,500 0 0 0 0 0 0

（ 　非キャッシュ項目 の調整　 ）

減価 償却費 3,00 0 500 500 500 500 500 500 0 0 0 0 0 0
3,00 0 500 500 500 500 500 500 0 0 0 0 0 0

除却 ・売却損益・債務 免除益 2,50 0 0 0 0 0 2,500 0 0 0 0 0 0 0

（ 　運転資本の増減の 調整　）

売 掛債権の増減（前受 金含む）   4,324   1,500   1,500 1,000   1,824 1,000   1,500 0 0 0 0 0 0
売掛金の増減 ( 1,82 4) (1,000) ( 1,500) (1,000) ( 1,824) (1,000) ( 1,500) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

受取手形の増減 (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

前受金の増減 (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

割引手形（直接控 除）の増減 (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

棚 卸資産の増減   500   300 200   300 100   300 100 0 0 0 0 0 0

仕 入債務の増減（前渡 金含む） 600 500   300 500   300 500   300 0 0 0 0 0 0

買掛金の増減 (60 0) (500) ( 300) (500) ( 300) (500) ( 300) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
支払手形の増減 (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
前渡金の増減 (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

そ の他の資産・負債の 増減   5,62 0   620   1,000   1,000   1,000   1,000   1,000 0 0 0 0 0 0
法 人税等の支払額   2,13 8 0   2,138 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

営業活動によるキャッシュフロー 11,518 2 ,080   7 38 4,20 0   24 5,20 0 800 0 0 0 0 0 0
２.投資活動によるキャッシュフロー

固定 資産の増減   1,89 5 0   395 0 0 0   1,500 0 0 0 0 0 0

保険 積立金の増減   1,20 0   200   200   200   200   200   200 0 0 0 0 0 0
定期 預金の増減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
短期 貸付金の増減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
除却 ・売却損益   2,50 0 0 0 0 0   2,500 0 0 0 0 0 0 0
その 他の増減 1,68 7 331 331 331 231 231 231 0 0 0 0 0 0

投資活動によるキャッシュフロー   3,908 131   2 63 13 1 31   2,469   1,469 0 0 0 0 0 0
フリーキャッシュフロー 7,610 2 ,212   1,0 01 4,33 1 7 2,73 1   669 0 0 0 0 0 0

３.財務活動によるキャッシュフロー

長期 借入金の増減   2,40 0   400   400   400   400   400   400 0 0 0 0 0 0
短期 借入金の増減   3,00 0   500   500   500   500   500   500 0 0 0 0 0 0

その 他借入金の増減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

配当 の支払 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

割引 手形の増減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その 他の増減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

財務活動によるキャッシュフロー   5,400   900   9 00   90 0   9 00   900   900 0 0 0 0 0 0

４.キャッシュ純増減額 2,210 1 ,312   1,9 01 3,43 1   8 93 1,83 1   1,569 0 0 0 0 0 0

５.月初キャッシュ残高 12,790 12,790 14,102 12,200 15,631 14,738 16,569 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

６.月末キャッシュ残高 15,000 14,102 12,200 15,631 14,738 16,569 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

引当 金（賞与・貸倒・ 退職給与）

病院・医院の財務分析を無料で実施します！！

医療機関向け無料財務診断
サービス

■ご準備いただく資料

決算報告書(個人事業主の方は、確定申告書控え)

直近３期分 のコピーをご準備ください！

ヶ月経過

〔損益計算書〕Ｐ／Ｌ （単 位：千円）

〔貸借対照表〕Ｂ／Ｓ

ワンポイントＭＡＳ（経営分析）

当院(前期）当院

65.5% 68.8%

13

66.%

平成25年11月6日理事長 所 属長 担当者

＊内容
付加価値のどれだけが、つまり何％が人件費としてに分配されるかを示す比率です。

前年より、人件費の増加額に対して医業総利益が増加しているため、労働分配率は減少しておりま
す。

＊ひとこと

社長の役割の一つは、付加価値の分配の決定にあります。現実的に考え、以下の点に
ついて検討していく必要があります。
①賞与決定方法を労働分配率を基礎に決定する。
　(事前に方針として社員に発表すると効果的)
②人事評価制度、賃金規程の改訂
③不採算部門のリストラ

＊ワンポイントアドバイス

医療法人社団　○○会　御中

月次

10,000

6

構成比

100.0%

予 想 概 算 税 金営 業利益× 12÷ 6

2,500税引前当 期利益
143.2%

ヶ月×38％＝ 21,600

5,000

129.9%

40.0%

30.0%

25.0%

50.0%50.0%

20%

40%

2%

40%

1%

14%

20%

　資本金

20,000
（ 50 0 ）
（ 7,00 0 ）

10,000
（ 10,00 0 ）

20,000
（ 1,00 0 ）

短期借入金

固 定 負 債

　長期借入金

純 資 産

30,000
（ 0 ）

50,000

40%

30%

60%

0%

100%

（ 2 ,00 0 ）
（ 1 ,00 0 ）

総 資 産

流 動 資 産

現金及び預金

売上債権

棚卸資産

固 定 資 産

土地建物

流 動 負 債

買入債務

前期比

120.0%

115.4%

構成比

10.0%

120.5%

96.0%

176.9%

人件費

付加価値

経営分析指標

労 働 分 配 率

3

算式

×100％

経 常 利 益 18,000
4,000
3,000 30.0%

24,00040.0%営 業 利 益

他院

月次の顔→ ｷﾏｼﾀ*･゜ ﾟ･*:.｡..｡.:*･゜(゚∀ ﾟ)゚･*:.｡. .｡.:*･゜ﾟ･*!!!!

15,00025.0%

他社＝医科 （無床）　黒字医院平均

4%

2%

20,000
（ 15 ,000 ）

100.0%

医 業 総 利 益
販売費 及び一般管理費 30,000

9,000
10.0% 6,000
90.0% 54,000 90.0%

今期累計の 顔

科目

医 業 収 入

医 業 原 価

25年9月30日 現在

累計

60,000
1,000

試算表のポイント

2013.11

mailto:toma@toma.co.jphttp


・公認会計士 ８名 ・公認会計士試験合格者 ３名 ・米国公認会計士 １名 ・税理士 ３２名 ・国税局OB税理士 ９名 ・税理士試
験科目合格者 ２７名 ・社会保険労務士 １１名 ・中小企業診断士 ２名 ・司法書士 ２名 ・行政書士 ４名 ・Ｍ＆Ａシニアエキス
パート ３名 ・人事労務コンサルタント １０名 ・経営コンサルタント １０名 ・医療経営コンサルタント １０名 ・ＩＴコンサルタント
１０名 ・ファイナンシャルプランナー ２２名 ・賃貸不動産経営管理士 １名 総人数 １５０名

ＴＯＭＡ税理士法人、ＴＯＭＡ社会保険労務士法人、ＴＯＭＡ監査法人、ＴＯＭＡ行政書士法人

ＴＯＭＡコンサルタンツグループ株式会社・ＴＯＭＡ医療コンサルタンツ株式会社

〒100-0005東京都千代田区丸の内1-8-3丸の内トラストタワー本館3階

TEL 03-6266-2534 FAX 03-6266-2556http://www.toma.co.jp Mail toma@toma.co.jp 担当：西條、片寄

■問合せ

■グループ会社

病院・医院の経営状態に不安はありませんか？

財務分析を活用して、改善のポイントを徹底的に洗い出します！

■ＴＯＭＡの財務分析の特色

財務分析は、病院・医院の課題を明確にするもっとも有効的な方法です！ 貸

借対照表（ＢＳ）、損益計算書（ＰＬ）、キャッシュフロー計算書（ＣＦ）をベースに

様々な視点で、病院・医院の課題点をアドバイスさせて頂きます！

「安全性」、「収益性」、「健全性」、「返済能力」の４つの視点で診断し、今取り組

むべき事項について課題点を列挙し、将来に向けた解決策を提示します！

何から取り組めば良いのか悩んでいる院長先生や理事長先生でも、明日から

取り組める課題点を明確にしていきます。改善の一手が中々見つからない病院・

医院経営者の方、是非ともＴＯＭＡの無料財務診断をご活用ください。

1. 解り易い分析資料で経営分析をご説明させて頂きます！
様々な視点で病院・医院を分析し、解り易い帳票をご用意致します。

（従業員の方にもご理解頂ける資料をご用意致します）

2. 病院・医院のニーズに合った分析を行います！
医療機関経営者が知りたい情報、課題と感じる部分を中心に分析を行います。

3. 明日からの活動に必要な目標を提示します！
TOMAは公認会計士、税理士、社会保険労務士、行政書士、ＩＴコンサルタントといった専門家

も擁しており、様々な角度から病院・医院経営をワンストップでフォローしてまいります。

■医療機関向け無料財務診断の内容

まずは、無料診断から！

お気軽にお問い合わせください。

http://www.toma.co.jpMail
mailto:toma@toma.co.jp

